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研究成果の概要（和文）：本研究は第二次世界大戦の記憶に焦点を当て、それが長崎において、公的な歴史叙述ではな
く、社会の周縁部においてどのように表象され、共有されているかを明らかにすることを課題としている。主として軍
艦島の記憶、原爆被災の記憶、神ノ島の記憶において第二次世界大戦期がどのように位置づけられているかを取り扱う
。方法としてはメディアテクストの分析とフィールドワークを組み合わせる。主たるフィールドは長崎に設定するが、
比較対照のために満州の記憶も取り上げる。これによって、長崎をフィールドとした記憶研究が、東アジアの近現代史
の捉え直しに資することを示す。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the memories of the WWII and figures out how they are 
represented and shared not in the official historiography, but in the marginal pat of society. The 
meaning of WWII in the memories of Hashima / Battleship-Island, those of the atomic bomb attack, and 
those of Kami-no-shima is mainly dealt. As the method we combine the media-text-analysis with fieldwork. 
The main field is Nagasaki, but the memories of Manchuria are compared to those of Nagasaki. Through this 
comparison this study shows that memory studies on Nagasaki contributes to the reinterpretation of the 
modern history in East Asia.

研究分野：日本思想史
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１．研究開始当初の背景 
 
原爆被災に関する記憶はこれまでも収集さ
れてきたが、社会的な属性と位置ゆえに経験
の担い手として十分に認識されておらず、原
爆記憶の語りにおけるマイノリティとして
位置づけられてきた主体は少なくない。さら
に、長崎では原爆被災以外の戦争記憶が周縁
化される傾向が強く見られる。第二次世界大
戦が終了して 70 年近くが経過した今日、周
縁化された声を公共的な場において聞き届
けることは喫緊の社会的課題である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、長崎市（以下：長崎）をフ
ィールドとして、従来の戦争記憶に関する報
道や歴史記述において経験の主体として十
分に焦点化されていない人びとの社会的属
性と位置を明らかにし、その記憶を戦争記憶
表象のネットワークに接続し、それを元に地
域近代史の書き換えの方法を提案すること
である。さらに、長崎をフィールドとした成
果を、満州の記憶、朝鮮半島の記憶と結びつ
けることで、東アジア諸国の正史とは異なる
別様の記憶を社会的に共有する可能性を探
る。 
 
３．研究の方法 
 
本研究の端緒は、長崎の近代史を「共生」と
いう観点から研究する中で、「他者の記憶」
との「共生」の重要性を認識したことにある。
それゆえ、まずは長崎の戦争記憶に関する従
来の新聞報道と先行研究を、「他者の記憶」
という観点から再検討し、メディアと研究者
が選択/排除してきた記憶の主体の在処を明
らかにし、彼らの記憶を調査するための枠組
みを構築する。特に焦点化するのは原爆被災、
軍艦島、神ノ島に関する記憶である。平成 26
年度以降は、長崎市の「正史」である『長崎
市市史』(1924-1938, 2012〜)とは異なる記
憶表象を試みている資料館や継承活動への
参与観察と「正史」にはほとんど記述されな
い地理的周縁部における戦争記憶の聞き取
りを行う。特に長野県における満蒙開拓団記
念館の活動との比較に重点を置く。調査結果
については月例研究会において検討を加え
る。平成 27 年度後半に、国際シンポジウム
を開催し、本研究の調査結果とそれに基づい
て提示する方法モデルが、東アジアの近代史
記述に、さらには東アジアにおける記憶の共
有にもたらす学術的貢献について広く議論
する。 
 
４．研究成果 
 
 原爆被災の記憶に関しては、戦後の長崎の
ローカルメディアにおける原爆関連記事デ
ータベースを作成することが主要作業とな

った。ただし、当初想定していたよりも記事
の件数がはるかに多かったため、現在も作業
を継続中である。 
 神ノ島に関する調査は、カトリック信仰に
関する専門家の協力を得ることが必須であ
ることが明らかとなり、韓国海洋大学の阪野
祐介の協力を得て調査を行った。その成果は
「長崎・神ノ島における教会と砲台の風景と
記憶」というタイトルで報告がなされ、申請
者代表者が編者を務める近刊書にも収録さ
れる。 
 軍艦島に関しては、全国紙の記事と長崎新
聞の記事をデータベース化し、数量的分析と
質的分析を行った。その結果以下の結論を得
た。 
 端島/軍艦島が有する多様な側面は、互い
に因果の糸で結ばれているにもかかわらず、
個々の主体にとっては、ひとつの側面のみが
前景化した形で立ち現れる。新聞記事もまた
この傾向を反映している。少なくともこの島
に関するメディア表象はそのような言説配
置を行っている。新聞メディアは、ほとんど
の場合、ふたつの側面を別個の記事へと分離
し、ひとつの記事の中で言及する場合には論
理の希薄な並列の関係に置くことによって、
両者を結ぶ因果の糸を不可視化しているの
である。 
 端島/軍艦島について報じる新聞記事は、
この島の持つ諸側面を「これとあれ」という
形で名付け、ヘテロトピアの諸局面を分離な
いし並置することによって、この島の「不安
を与えずにおかない」性質を不可視のものと
してきた。しかし、先に触れた元朝鮮系労働
者、崔の言葉にあるように、日本と東アジア
の近代化の光と影が調停不可能な形で集約
されたヘテロトピアとして捉えるときに初
めて、この島は「顕著で普遍的な意義」を有
する世界遺産たりうる。 
 長崎の記憶と満州の記憶の比較について
は、以下の知見を得た 
 近代の国民国家は常意、「よき国民」の創
造を試みている。その「よき国民」像は決し
て一定不変ではなく、時代の要請に応じて変
化しうる。満州からの帰国者は、このような
「よき日本国民」の創造過程において排除さ
れ、社会的排除の弁証法の悪循環に陥れられ
たことによって生まれた。こうした社会的排
除の弁証法によって、中国帰国者の境界線が
固定化されている。その起点となったのは、
戦後の国民包摂作業である。戦後の日本はそ
れまでの「混合民族論」ではなく、「単一民
族論」を採用するようになった。ここで旧満
州に在留した日本人は、日本人でありながら
「異質な要素」を携えた存在として排除され
たのである。それが歴史的に累積されている
のが現状である。 
 原爆被災の記憶、軍艦島の記憶は近代日本
の光と影を映し出している。これは満州の記
憶、とりわけ帰国者たちが現在想起する満州
の記憶においてもあてはまる。日本と東アジ



アの近代化の光と影が調停不可能な形で集
約されたものとしてとして捉えるときに、近
代長崎に関する記憶研究は、東アジアの近代
史の捉え直し、すなわち、正史に現れない「小
さな歴史」の前景化に資するものとなるので
ある。 
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